
   年   月   日 

公益財団法人 

武田太加志記念能楽振興財団 

理 事 長    清水 友志 殿  
 

 

 

 
 

           申込者名                             

 

 

 

 

賛助会員 入会申込書 
 

 

貴財団の「故 武田太加志の遺志を受け継ぎ、能楽師の芸道の発展に努め、能楽並びに広く 

日本の芸能文化の普及に関する事業を行い、もって我が国の文化芸術の振興に寄与すること」

とする目的とこれを達成するために行う各事業活動を賛助し、貴財団の『会員規程』の規定を

了承の上、賛助会員として下記の通り入会を申し込みます。  
 

会  費 個人 1口 5,000 円 ×     口 年会費合計         円 

法人 1口10,000円 ×     口 年会費合計         円 
 

住  所（必須）〒                            
 

 

電話番号（必須）                             
 

 

ＦＡＸ又はメールアドレス                             

 

会費ご納入のお願い 下記いずれかへ「会員名」にてお振込みをお願いします。 

ゆうちょ銀行 店番:０１９ 当座 0635107  

郵  便  局   払込票 記号番号:00110-0-635107  
名義：公益財団法人武田太加志記念能楽振興財団  

コウエキザイダンホウジンタケダタカシキネンノウガクシンコウザイダン 

※誠に恐れ入りますが、お振込み手数料はご負担をお願いいたします。 
※事業年度は、11月 1日～10月 31日となり、1年ごとに年会費をお願いしております。 

 

会員氏名の公表について いずれか該当に☑をお願い致します。 

□承諾します     □遠慮します 
 

 

下記のいずれかへ本紙をご送付いただきますようお願いいたします。 

郵 送  164-0011東京都中野区中央 1-26-6-103 武田太加志記念能楽振興財団宛 

F A X  ０３－５９３７－３２３２ 

メ－ル  info@ttmnf.or.jp 

紹介者                
 

mailto:info@ttmnf.or.jp


会員規程 
公益財団法人 武田太加志記念能楽振興財団 

（目 的）  
第１条 この規程は、定款第 37 条の規定に基づき、この法人(以下「本財団」という。)の会員の入会及び退会並び
に会費の納入に関し必要な事項を定めるものとする。  
 

（維持会員）  
第２条 次の各号に該当し、本財団の事業目的に賛同及び協力する能楽師個人は、理事長の承認を得て維持会員又
は準維持会員となることができる。  
(1)公益社団法人能楽協会の会員であり、且つ能楽師としての演能活動を本業とする者。 
(2)武田修能館を主な芸の研鑽の場として活用すること。 
(3)本財団の経営に対する深い理解を持ち、これに協力する者。 
 

（賛助会員）  
第３条 前条に規定する以外の個人、または法人、団体で、本財団の事業目的に賛同する者は、理事長の承認を得て
賛助会員となることができる。  

 

（理事会への報告） 
 第４条 理事長は新たに前各条の会員（以下「会員」という。）となった者について、その属性及び承認した理由を理
事会に報告しなければならない。 

 

（入会手続）  
第５条 会員になろうとする者は、所定の入会申込書を提出しなければならない。 

 

（会費） 
第６条 会員は、次の会費を納入しなければならない。 
(1) 維持会員 毎月 20,000 円  
  準維持会員 毎月 10,000円 
(2) 賛助会員  個人 年間 1 口 5,000 円  

法人、団体  年間 1口 10,000円 
 

（会員の特典） 
第７条 会員はそれぞれに次の特典を享受することができる。  
(1) 本財団が主催する公演事業において、本財団の定める割引料金で参加することが出来る。 
(2) 本財団の普及啓蒙活動において、本財団の定める割引料金で参加することが出来る。 
(3) 維持会員は、直近に武田修能館が空いている場合は、本舞台及び楽屋を稽古場として無料で使用することが出来
る。 

(4) 準維持会員は、直近に武田修能館が空いている場合は、主に楽屋を稽古場として無料で使用することが出来る。 
 

（会費の使途） 
第８条 第６条の会費は、毎事業年度における合計額の 50％以上を当該年度の公益目的事業に使用する。 
 

（除 名） 
第９条 会員が下記各号の事由に該当するときは、理事会の決議により除名することができる。  
(1) 違法行為又は著しく道義に悖る行為をするなど、会員として相応しくないと認められるとき。 
(2) 公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第６条第６号に該当するに至ったとき。 
(3) 正当な理由がなく会費を 2年分以上滞納したとき。 
２ 会員の除名が審議される理事会において、当該会員には弁明の機会を与えなければならない。 
 

（退 会） 
第 10 条 会員は、本財団へ退会通知を提出することにより、いつでも退会することができる。  
２ 前項の場合、既納の会費は、いかなる理由があってもこれを返還しない。 
 

（規程の改定） 
第 11 条 この規程は、必要と認めた場合、理事会の決議により改定することができる。 
 

（補 則） 
第 12 条 この規程の実施に関し必要な事項は、理事長が別に定めるものとする。 
 

附 則 この規程は、平成 28 年 11 月 21日より施行する。（同日理事会決議） 
２ 第 2条第 1項第 3号の改訂並びに第 6条第 1項第 2号の改正を平成 29年 3月 17日より施行する。（同日理事会
決議） 
３ 第 2条第 1項及び第 6条第 1項第１号の追記、並びに第 7条第 1項第 3号の改正及び同第 4号の追記を平成 30
年 12月 26日より施行する。（同日理事会決議） 


